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史
上
ま
れ
に
み
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
熱 

 

こ
こ
数
年
、外
国
人
観
光
客
に
よ
る
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
が
年
々
高
ま
り
を
み
せ
、二
〇
一

六
年
に
は
年
間
二
千
万
人
を
超
え
、二
〇
一

七
年
に
は 

二
十
％
以
上
の
伸
び
率
で
増
加

し
て
い
る
（
日
本
政
府
観
光
局
）。
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
の
目
的
は
様
々
だ
が
、特
に
注
目
が

高
い
と
思
わ
れ
る
目
的
の
一
つ
に

E
cotourism

（
自
然
・
歴
史
・
文
化
な
ど
地

域
固
有
の
資
源
を
生
か
し
た
観
光
を
成
立

さ
せ
る
こ
と
）
が
あ
る
。
豊
か
な
自
然
に
恵

ま
れ
て
い
る
東
海
圏
で
も
多
く
の
ツ
ー
リ

ス
ト
が
訪
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
、そ
の
中
の

一
つ
中
山
道
を
み
て
い
き
た
い
。 

 
 中

山
道 

黄
金
ル
ー
ト
【
馬
籠
・
妻
籠
宿
】 

 

中
山
道
は
、日
本
橋
を
起
点
に
伸
び
る
五

街
道
（
他
に
東
海
道
、
日
光
街
道
、
奥
州
街

道
、
甲
州
街
道
）
の
一
つ
で
あ
り
、
京
都
の

三
条
大
橋
ま
で
、内
陸
部
を
経
由
し
て
い
る
。

こ
の
地
域
で
は
長
野
県
、岐
阜
県
を
経
由
し

全
六
十
九
か
所
の
う
ち
半
数
以
上
の
四
十

二
か
所
の
宿
場
が
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
が
そ
の

歴
史
、
自
然
、
文
化
の
紹
介
、
ま
ち
並
み
保

存
と
と
も
に
国
内
外
か
ら
の
観
光
客
に
向

け
た
観
光
事
業
を
展
開
し
、宿
場
を
利
用
し

た
ま
ち
づ
く
り
、地
域
活
性
化
に
取
り
組
ん

で
い
る
。 

 

全
国
的
に
は
長
野
県
の
妻
籠
・
馬
籠
宿
が

知
ら
れ
、欧
米
諸
国
の
ツ
ー
リ
ス
ト
か
ら
人

気
が
あ
り
、妻
籠
か
ら
馬
籠
宿
ル
ー
ト
を
歩

く
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
黄
金
ル
ー
ト
と
も
い
え

る
ほ
ど
メ
ジ
ャ
ー
な
存
在
だ
。日
本
人
と
同

様
に
外
国
人
に
と
っ
て
も
、
馬
籠
・
妻
籠
宿

は
魅
力
的
な
場
所
と
な
っ
て
い
る
。 

 

三
大
難
所
の
一
つ 

太
田
の
渡
し【
太
田
宿
】 

 

そ
ん
な
黄
金
ル
ー
ト
か
ら
八
次
目
に

あ
る
の
が
五
十
一
番
目
の
宿
場
に
あ
た

る
太
田
宿
で
あ
る
（
岐
阜
県
美
濃
加
茂

市
）。
こ
こ
は
長
良
川
を
渡
る
中
山
道
三

大
難
所
の
一
つ
「
太
田
の
渡
し
」
が
あ
る

特
別
な
宿
場
で
も
あ
る
。 

 

太
田
宿
は
、
名
古
屋
駅
か
ら
鉄
道
を
利

用
し
約
一
時
間
で
ア
ク
セ
ス
で
き
る
JR

美
濃
太
田
駅
か
ら
駅
前
商
店
街
を
南
へ
徒

歩
一
〇
分
ほ
ど
の
位
置
に
あ
り
、木
曽
川
沿

い
に
東
西
約
六
八
〇
ｍ
に
亘
り
延
び
、通
り

に
は
当
時
の
面
影
を
残
し
た
建
物
が
数
軒

現
存
す
る
。
そ
の
中
に
は
、
旧
太
田
脇
本
陣

林
家
住
宅
（
国
重
要
文
化
財
）、
吉
田
家
住

宅
主
屋（
旧
小
松
屋
・
国
登
録
有
形
文
化
財
）

や
本
陣
門
（
市
指
定
有
形
文
化
財
）
と
い
っ

た
重
要
な
文
化
財
が
残
る
他
、当
時
の
酒
蔵

を
残
し

た
造
り

酒
屋
、
飲

食
店
や

休
憩
所

で
利
用

さ
れ
て

い
る
建

物
が
数

軒
残
る
。

ま
た
、
宿

場
を
紹

介
し
、江
戸
の
ま
ち
並
み
を
再
現
し
た
展
示

室
を
備
え
た
中
山
道
会
館
が
整
備
さ
れ
て

い
る
。 

通
り
を
散
策
す
る
と
、
妻
籠
宿
、
馬
籠
宿

と
比
較
し
て
、そ
の
規
模
や
建
物
の
集
積
は

少
な
く
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
を
充
た
す
ま

で
は
い
か
な
い
が
、そ
れ
で
も
現
存
す
る
建

物
か
ら
宿
場
情
緒
は
し
っ
か
り
堪
能
で
き

る
魅
力
の
あ
る
場
所
で
あ
る
。 

 江
戸
か
ら
昭
和
へ
【
美
濃
加
茂
・
昭
和
村
】 

こ
こ
美
濃
加
茂
市
に
は
、
太
田
宿
よ
り

北
へ
四
㎞
ほ
ど
の
場
所
に
、風
光
明
媚
な
田

園
風
景
と
昭
和
三
十
年
代
の
里
山
の
風
景

を
再
現
し
た
日
本
昭
和
村
が
あ
る
。中
山
道

で
江
戸
情
緒
を
、昭
和
村
で
は
古
き
良
き
昭

和
の
時
代
を
楽
し
め
、江
戸
か
ら
昭
和
へ
の

タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
で
き
る
貴
重
な
エ
リ
ア

と
し
て
、も
う
一
つ
の
黄
金
ル
ー
ト
が
完
成

す
る
。
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